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舟に乗って自然と食を楽しもう舟に乗って自然と食を楽しもう
　

多
く
の
歴
史
あ
る
建
物
や
自
然
、
食
な

ど
、観
光
資
源
が
豊
富
な
千
葉
県
。中
で
も
、

銚
子
市
か
ら
我
孫
子
市
ま
で
に
わ
た
る
利

根
川
流
域
は
、
江
戸
時
代
か
ら
舟
運
が
栄
え

て
い
た
。現
在
、利
根
川（
霞
ヶ
浦
、印
旛
沼
、

手
賀
沼
）流
域
の
千
葉
県
・
茨
城
県
19
市
町

村
に
よ
り
設
立
さ
れ
た「
利
根
川
舟
運
・
地

域
づ
く
り
協
議
会
」を
中
心
に
舟
を
使
っ

て
、
地
域
文
化
や
観
光
資
源
を
活
性
化
さ
せ

る
べ
く
、
様
々
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
川
に
親
し
む
機
会
を

持
っ
て
も
ら
お
う
」と
、

利
根
川
河
口
堰
体
験
と
食

べ
歩
き
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

（
銚
子
市
、
東
庄
町
）や
、

あ
や
め
祭
り（
香
取
市
）、

と
り
で
利
根
川
大
花
火
、

こ
う
ざ
き
河
川
敷
祭
り
、

龍
角
寺
１
３
０
０
年
祭（
栄
町
）、
東
国
三
社

（
香
取
神
宮
・
鹿
島
神
宮
・
息
栖
神
社
）詣

で（
香
取
市
ほ
か
）な
ど
の
行
事
と
連
動
し
、

舟
を
使
っ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
も
行

わ
れ
た
。
11
月
21
日
㈯
に
は
、
小
見
川
ハ
イ

キ
ン
グ
＆
黒
部
川
ク
ル
ー
ズ
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ツ
ア
ー
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
も
か
ね
て
、
小
学
生
の
カ
ヌ
ー

体
験
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。「
舟
の
あ
る

風
景
・
川
の
あ
る
風
景
」と
題
さ
れ
た
移
動

絵
画
展
も
香
取
市
・
銚
子
市
・
潮
来
市
・

　

香
取
市
の
佐
原
市
街
地
を
流
れ
る
小
野

川
の
樋
橋
周
辺
は
、
い
つ
訪
れ
て
も
人
が
絶

え
な
い
。
し
ば
ら
く
橋
を
眺
め
て
い
る
と
、

歓
声
と
と
も
に
、
橋
か
ら
大
量
の
水
が
流
れ

落
ち
る
。
佐
原
の
名
物
の
ひ
と
つ「
ジ
ャ
ー

ジ
ャ
ー
橋
」だ
。
午
前
９
時
か
ら
17
時
ま
で

30
分
お
き
に
落
水

が
起
こ
る
こ
の
橋

は
、
江
戸
時
代
の

初
期
、
佐
原
村
の

か
ん
が
い
用
水
を

東
岸
か
ら
西
岸
に

送
る
た
め
に
架
け

ら
れ
た
も
の
。
当

時
を
象
徴
す
る
文

化
遺
産
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
小
野
川

の
さ
っ
ぱ
舟
運
航

と
と
も
に
佐
原
の
貴
重
な
観
光
資
源
に
も

な
っ
て
い
る
。

　

平
成
８
年
に
は
、
文
化
庁
か
ら「
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」の
指
定
を
受
け

た
小
野
川
周
辺
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
所
が

残
さ
れ
て
い
る
。
天
保
３
年
に
建
て
ら
れ
、

１
６
０
年
以
上
何
も
手
を
加
え
て
い
な
い

商
店
や
、
旧
三
菱
銀
行
の「
三
菱
館
」。
伊
能

忠
敬
の
旧
宅
な
ど
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
建

物
が
、
い
く
つ
も
現
存
し
て
い
る
。「
こ
れ

ま
で
一
度
も
来
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
千

葉
県
内
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
っ
た
と
は
知

ら
な
か
っ
た
」（
ポ
ー
ト
ク
イ
ー
ン
・
渡
辺

智
美
さ
ん
）「
ま
る
で
時
代
劇
の
中
に
入
り

込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
っ

た
」（
ポ
ー
ト
ク
イ
ー
ン
・
本
田
紗
彩
さ
ん
）。

　
「
関
東
三
大
山
車
祭
り
」の
ひ
と
つ
に
数

え
ら
れ
る
佐
原
の
大
祭
も
名
物
の
ひ
と
つ
。

毎
年
夏
と
秋
の
２
回
行
わ
れ
、
大
小
さ
ま
ざ

ま
の
人
形
が
飾
ら
れ
た
14
台
の
山
車
が
、
町

中
を
曳
き
廻
る
様
は
圧
巻
だ
。
千
葉
県
内
の

祭
り
の
中
で
最
も
人
気
が
高
い
と
さ
れ
、
今

年
の
10
月
９
、
10
、
11
日
の
３
日
間
に
行
わ

れ
た
佐
原
の
大
祭
秋
祭
り
で
は
、
多
く
の
観

光
客
が
集
ま
っ
た
。

小
江
戸　

佐
原

さ
っ
ぱ
舟
で
ゆ
く
水
郷
佐
原

　

利
根
川
を
は
じ
め
と
す
る
観

光
資
源
や
、
歴
史
的
な
建
物
。
そ

し
て
銚
子
港
な
ど
を
は
じ
め
と

す
る
食
の
資
源
。
県
内
や
首
都

圏
は
も
ち
ろ
ん
、
成
田
空
港
に

も
近
い
と
い
う
立
地
か
ら
、

国
内
外
か
ら
の
観
光
客

誘
致
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。
現
在
、「
地
産
地

消
」と
い
う
言
葉
が
注

目
を
浴
び
て
い
る
が
、

漁
業
、
農
業
、
林
業
な
ど
、

多
様
な
産
業
分
野
で
資
源
を

抱
え
る
千
葉
・
利
根
川
流
域
で
こ
そ
、

千
葉
県
独
自
の
取
り
組
み
で
あ
る
地
域
密

着
型
の
生
活
ス
タ
イ
ル「
千
産
千
消
」を
推

進
し
て
い
け
る
は
ず
。
実
際
に
利
根
川
が
生

み
出
す
資
源
や
幸

を
体
感
す
る
た
め
に
、

ま
ず
は
ぶ
ら
り
と
利
根
川
の
舟
運
観
光
を

楽
し
む
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
？
。

歴
史
的
観
光
資
源
と
貴
重
な

自
然
風
景
を
活
か
し
た
観
光
振
興

「
利
根
川
舟
運
・
地
域
づ
く
り
協
議
会
」の

取
り
組
み

香取市佐原広域交流拠点「水の郷さわら」の
水辺交流センター周辺。道の駅や防災施設
などを整備中。建物としての姿が見えてきた。

定点観測
水の郷さわら②

　

利
根
川
舟
運
・
地
域
づ
く
り
協
議
会
主

催（
水
郷
佐
原
観
光
協
会
運
営
）の「
ぐ
る
っ

と
水
郷
舟
遊
び
」に
参
加
し
、
舟
の
楽
し
さ

を
体
験
し
て
み
た
。

　

真
っ
赤
な
前
掛
け
に
紺
の
も
ん
ぺ
。
さ
ら

に
ぼ
っ
ち
笠
に
手
ぬ
ぐ
い
を
ま
い
た
女
船

頭
さ
ん
が「
こ
れ
が
昔
か
ら

の
さ
っ
ぱ
舟
の
格
好
だ
」と

笑
う
。
古
く
か
ら
水
郷
と
し

て
栄
え
た
利
根
川
一
帯
は
、

細
か
い
水
路
が
い
く
つ
も
現

存
し
て
い
る
。

　

今
回
、
さ
っ
ぱ
舟
に
乗
っ

た
こ
の
地
域
は
、
利
根
川
と

常
陸
利
根
川
、
横
利

根
川
に
囲
ま
れ
た
地

域
。
与
田
浦
や
水
生

植
物
園
の
あ
る
地
域

な
の
で
、
あ
や
め
な

ど
を
見
に
訪
れ
た
こ

と
が
あ
る
方
も
多
い

と
思
う
が
、
利
根
川

の
対
岸
の
こ
の
地
域
も
実
は
千
葉
県（
香
取

市
）で
あ
る
。

　

さ
っ
ぱ
舟
か
ら
は
、
こ
の
地
域
の
素
晴
ら

し
い
自
然
環
境
は
も
ち
ろ
ん
、
６
月
に
は
あ

や
め
、
10
月
に
は
コ
ス
モ
ス
な
ど
、
シ
ー
ズ

ン
ご
と
に
違
っ
た
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
横
利
根
閘
門
や
十
二

橋
な
ど
、
歴
史
的
観
光
名
所
を

め
ぐ
る
の
も
人
気
だ
。

　

小
さ
な
さ
っ
ぱ
舟

に
揺
ら
れ
、
水
辺
か

ら
眺
め
る
風
景

は
、
ま
る
で
ア
ジ

ア
の
異
国
に
訪

れ
て
い
る
か
の

よ
う
な
錯
覚
を

引
き
起
こ
す
。
乗

船
し
た
ポ
ー
ト
ク

イ
ー
ン
の
永
嶌
ゆ
か

り
さ
ん
は「
千
葉
県
在

取
手
市
の
４
市
で
開
催
さ
れ
、
人
気
を
集
め

て
い
た
。

　

舟
運
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
に
同
協

議
会
が「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」を

申
請
し
、
こ
れ
ま
で
利
根
川
下
流
域
に
は
香

取
市
と
取
手
市
な
ど
に
し
か
な
か
っ
た
船

着
場
が
増
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
年

度
、
銚
子
や
我
孫
子
な
ど
の
計
５
ヶ
所
の
設

置
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
利
根
川
を

管
理
す
る
利
根
川
下
流
河
川
事
務
所
で
整

備
を
進
め
て
い
る
。

利根川舟運・地域づくり協議会
取手市役所 建設部
水とみどりの課 舟運交流推進室
TEL：0297-74-2141（内線1560）
FAX：0297-72-2682
http://www.tonegawa-ship.jp/index.html

問
い
合
わ
せ
先

住
な
が
ら
、
さ
っ

ぱ
舟
に
乗
っ
た
の

は
は
じ
め
て
。
こ
れ
ま
で
観
光
と
い
う
視
点

か
ら
利
根
川
を
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
だ
い
ぶ
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」と

語
っ
た
。

1

Ａ はい　Ｂ いいえ

川船を利用した
日帰りツアーに
参加したいですか？

2

Ａ 見る　Ｂ 食べる　Ｃ 遊ぶ　Ｄ 学ぶ

川船を利用した日帰りツアーに参加する場合、
何をしたいですか？（複数可）

具体的な内容があればお聞かせ下さい。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3

円（昼食含む）

川船を利用した日帰りツアーの参加料金はいくら位が
適当だと思いますか？

船上でのサービスについて期待するものがあれば、お聞かせ下さい。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　）


